
科目 単位 時間 履修学年 講師名 

文化人類学 1 30 1 

 ☆松岡 悦子(12Hテスト 1H含

む)  

  曾 璟蕙 (18H) 

ねらい 

私たちは、文化というレンズを通して物を見ています。この授業では、自分

たちがどんなレンズを身に着けているのかに気づき、異文化に寛容になるこ

とを目指します。外国人との接触が増える今後の社会で、多様な物の見方が

あることを知り、異文化間の橋渡しができる看護者になることを目指します。 

回数 授業内容 授業方法 

１回目(松岡講師) 

２回目(松岡講師) 

３回目(松岡講師) 

４回目(松岡講師) 

５回目(松岡講師) 

６回目(松岡講師) 

 

７回目(曾講師) 

８回目(曾講師) 

９回目(曾講師) 

10回目(曾講師) 

 

11回目曾(講師) 

12回目曾(講師) 

13回目(曾講師) 

14回目(曾講師) 

14.5 回目(曾講師)

（45分） 

15回目（45分） 

食文化に見られる文化の多様性、文化人類学的思考とは 

文化相対主義とエスノセントリズム、普遍的な価値と個別の価値 

グローバル化の明るい面と暗い面 

多文化主義と同化主義 

分類と境界のもつ意味、 

通過儀礼の 3つの側面、二項対立 

 

個人・家族・家族をこえた繋がり 

宗教と世界観：超自然的な力に対する信仰 

宗教と世界観：儀礼 

健康と医療：病と民族病因論 

 

健康と医療：病気と治療 

健康と医療：医療化とそのメリット・デメリット 

いのちと文化：老い・死・過疎地域 

いのちと文化：老い・再出発・都市 

 

   

終講試験 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

 

 

試験 

 

教科書 
系統看護学講座  基礎分野  文化人類学   （医学書院） 

 

評価方法 

筆記試験 （1時間 [45分間]・100点） 

  

備考 
 

 

 


